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第１章  

中国の経済安全保障の現状と展望 

 

名古屋外国語大学 外国語学部 教授、日立総合計画研究所 リサーチフェロー 
真家 陽一 

 

はじめに 

 

習近平政権と過去の政権との違いは、「国家安全保障」を最重要の国家戦略目
標として掲げていることにある。その基本概念が「総体国家安全観」であり、

2014 年４月 15 日に開催された中央国家安全委員会第１回会議で提起された1。
同会議を主宰した習近平国家主席は「国家安全保障における新たな変化の特徴

と趨勢を正確に把握し、『総体国家安全観』を堅持し、中国の特色ある国家安全
保障の道を歩むべきだ」と主張した上で「政治、国土、軍事、経済、文化、社会、

科学技術、情報、生態、資源、核などが一体となった国家安全保障体系を構築し
なければならない」と強調した。 

習近平政権の第１〜２期（2012〜2022 年）は安全保障の強化に邁進した 10
年だったとも総括できるが、2022 年 10 月 16〜22 日に開催された中国共産党第

20 回全国代表大会（第 20 回党大会）を経て、３期目がスタートした習近平政権
は安全保障政策、とりわけ、経済安全保障政策において、どのような方向性を目

指しているのであろうか。 
本稿は、こうした問題意識を踏まえ、まず、習近平政権の第１〜２期における

安全保障政策の推移について、経済安全保障を中心に概観する。次に、「第 14 次
５ヵ年計画（2021〜2025 年）および 2035 年までの長期目標要綱」を基に、中

国の経済安全保障政策を検証する。その上で、第 20 回党大会における習主席の
「報告」から今後の方向性を読み解くことで、中国の経済安全保障の現状と展望

を包括的に考察していくことを目的とする。 
 

第 1 節 中国の安全保障政策の推移 

 

まず、習近平政権の第１〜２期における安全保障政策の推移について、経済安
全保障を中心に概観する。 

 

1.1 国家安全法の施行 

 

総体国家安全観の提起を受け、その実施体制の法的確立を目的とした「国家安 

 
1 新華社「習近平：総体国家安全保障観を堅持し、中国の特色ある国家安全保障の道を歩む」2014 年 

4 月 15 日（http://www.xinhuanet.com/politics/2014-04/15/c_1110253910.htm） 
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第３章 

日本の経済安全保障と日本企業の対応 

 

明星大学 経営学部 教授 細川 昌彦 
 

はじめに 

 
経済安全保障が今や政府の政策の柱に、そして企業経営者の重要な経営課題

に掲げられる時代になった。30 年前、当時経済産業省で担当して経済官庁とし
て初めて課の名称に「安全保障」を冠した課を作った時には、霞が関の他省庁か

ら猛烈な反対にあった。それが今や当たり前のように「経済安全保障」が語られ
るようになった。そうした時代の変化は中国の台頭による米中対立といった激

動する国際情勢がもたらしたものと言える。 
本稿ではそうした思いをもって経済安全保障を論じ、その中での企業の対応

を考えることとしたい。 
まず経済安全保障を論じるためには、その前提になる「脅威」を明確にする必

要がある。政府は経済安全保障を論じる際、「特定国を念頭においたものではな
い」と決まり文句のように繰り返しているが、これはあくまで外交的な配慮によ

るものだ。2022 年 12 月に取りまとめられた国家安全保障戦略でも日本が直面
している今日の脅威は明らかに中国が焦点とされている。 

そこで我が国の経済安全保障の前提となる中国の具体的な「脅威」とは何かを
見ていくことにしよう。そしてそれに対する日本の「備え」は大丈夫か。とりわ

け企業の向き合い方について考えてみたい。 
またそうした経済安全保障の焦点となっているのが半導体だ。台湾の大手半

導体メーカーTSMC の熊本への誘致や先端半導体の国策会社ラピダスによる北
海道での工場建設で日本はグローバル競争の中で大きく動き出している。そう

した半導体を経済安全保障の視点で見ておくことにしたい。 
 

１．経済安保が対処すべき「脅威」とは 

 
 日本の経済安全保障を語るうえで欠かせないのが、中国の習近平政権の戦略

上の３つのキーワードだ。すなわち「軍民融合」「双循環」「自強自立」だ。 
「軍民融合」とは軍事力の高度化・強化と産業力の強化を一体的に融合しよう

とするものだ。「双循環」とは国内循環と国際循環の二つの循環を意味する。国
内循環では半導体など戦略産業をサプライチェーンの上流から下流まで全体を

国産化して、国内で循環させる。すなわち国内だけで自己完結することを目指す。
米国を中心とする西側諸国に依存しない経済体制のために自給率を高めて強国

をめざす「自強自立」と表裏一体のものだ。 
 国際循環とは、経済の相互依存関係を強化するものだが、そこに込められた思

惑に注意を要する。2020 年４月、習近平主席は国内向けの講話の中で、「他国を 
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第４章  

米中対立、台湾企業の対中戦略の変化 

―フレンド・ショアリングへの移行、中国から東南アジア・インドへ― 

 
 九州産業大学 名誉教授 朝元 照雄 

 

はじめに 寒江水冷鴨先知 

 

「春江水暖鴨先知」（春江 水暖にして 鴨先ず知る）は、北宋の詩人蘇軾の

「惠崇春江曉景」（恵崇の描いた『春江暁景』画）を詩に詠んだ中の一節である。
南方の地に越冬した渡り鳥の鴨が、春が来て江川の水が暖かくなり、北方の地に

戻る季節が来たことを、水面にいる鴨が先ず知ることを意味している。逆に本節
の表題の「寒江水冷鴨先知」は、冬寒波の到来で、北方の棲息地にいた渡り鳥の

鴨が、南方の地に渡る季節を知ることを意味している。 
しかし、本稿における「寒江水冷」は、米中対立を意味している。中国の経済

悪化や「反スパイ法」の強化により、恣意的に外国人を逮捕できることの投資環
境の悪化を意味し、「鴨先知」とは台湾企業を含む外資系企業が先ずその危険の

シグナルを感じ取り、中国ビジネスから撤退することを意味している。 
本件について、『The Economist』（2020 年 11 月 19 日付）の記事「なぜ台湾

と中国の通商関係がほころび始めているのか（Why Commercial ties between 
Taiwan and China are beginning to fray）」は、台湾企業の対中投資が年々減少し

ている事実を伝えている。 
中国の鄧小平、江沢民および胡錦濤の改革開放時代に、台湾企業は積極的に中

国に進出した。その結果、“Chiwan （チャイワン）”という中国（China）と台湾
（Taiwan）をかけ合わせた造語が巷間で使われるようになった。“Chiwan”は

“Made in China by Taiwan（台湾企業による中国での製造）”と同義で、台湾企
業の中国での活発な活動を象徴する言葉でもあった。ところが、中国は南シナ海

に人工島を次々と建造し、「戦狼外交」を象徴するように、周辺国に威圧の態度
を見せるようになった。また、軍備に大量の資金を投入し、空母遼寧号（ソ連製

の「ヴァリャーグ」を購入し改造した空母）、空母山東号、空母福建号などの戦
艦を次々と建造、地政学的に米国の覇権に挑戦する動きが見られるようになっ

た。 
こうした動きを機敏に察知した台湾企業は、中国の製造拠点を重視し、さらに

ビジネスを延伸させる“チャイナ・プラス・ワン（China＋１）”から“デカップリ
ング（分断）”や“フレンド・ショアリング”という「中国離れ」に大きく舵を切

るようになり、撤退する事例まで散見されるようになった。 
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